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－ 1 －

ご  あ  い  さ  つ

理 事 長   小出昭夫

－ 2 －

　初夏の風がさわやかな季節を迎え、会員の皆様におか

れましては益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。

　ここに第101期の事業概況と決算につきまして、ご報告

申し上げます。

　預金積金は期末残高で101,220百万円（前期比0.12％

減）、期中平均残高で103,754百万円（同0.49％増）とな

りました。一方、貸出金は、期末残高で48,429百万円（同 

1.99％増）、期中平均残高で47,799百万円（同1.63％増）

となりました。

　損益面は、市場金利上昇に伴う預金利息の増加や、有

価証券売却損を計上した結果、経常利益60百万円（同

71.26％減）、当期純利益61百万円（同64.77％減）となり

ました。

　国内の金融環境は、日本銀行が政策金利の引き上げに

転じ、「金利ある世界」へ回帰したことにより、今後も金融

市場変動が予想される中、引き続き資金運用面における

ポートフォリオ管理に留意する必要があります。

　こうした中、弊金庫においては、コロナ禍以降、物価上

昇や人手不足の影響を受けているお取引先に対して適切

な金融支援に取組んでまいります。また、事業者の実情に

応じた経営支援や事業再生支援等に取組むとともに、事

業承継に課題をもっているお取引先が増加している中、

十分に支援してまいります。

　このほか、国から「資産所得倍増プラン」が示されてい

る中で、引き続きNISA制度の普及・活用等の促進を図る

と共に、特殊詐偽等の金融犯罪防止や、サイバーセキュリ

ティー、マネロンテロ資金供与対策強化といった問題にも

より一層適切な対応を行ってまいります。

　このような金融環境の変革に対して、適切に対処しな

がら、協同組織金融機関としての原点である「相互扶助」

の精神を念頭に置き、地域産業育成と地域住民繁栄に資

する仕組みを守りながら、新しい時代に向けたブランドを

確立し、経営目標の実現に向けて役職員一同が邁進する

ことで、一層皆様方の信頼を得てまいりたいと存じますの

で、今後ともよろしくお願い申し上げます。

令和７年６月
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主要勘定の推移

●預金積金の推移

●貸出金の推移

（億円）

（億円）

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

988 983
1,013992 1,012

484478
458 461 474
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●自己資本額、単体自己資本比率の推移

●会員数、出資金の推移
会員数

自己資本額

R2年度

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

564561

6,177
6,802

565

6,409

565

6,344

565

6,236

R3年度 R5年度 R6年度R4年度

12.47

50

46

13.13
12.87

13.26

46
48 49

13.07
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第101期貸借対照表

科　　目

資産の部合計

金　　額 金　　額科　　目

現 金
預 け 金
買入金銭債権
金 銭 の 信 託
有 価 証 券
国 債
地 方 債
社 債
株 式
その他の証券
貸 出 金
割 引 手 形
手 形 貸 付
証 書 貸 付
当 座 貸 越
そ の 他 資 産
未決済為替貸
信金中金出資金
前 払 費 用
未 収 収 益
その他の資産
有形固定資産
建 　 　 　 物
土 　 　 　 地
その他の有形固定資産
無形固定資産

その他の無形固定資産
前払年金費用
繰延税金資産
債務保証見返
貸 倒 引 当 金

（うち個別貸倒引当金）

728
18,099
3,161
500

31,344
3,929
4,022
8,538
38

14,816
48,429
242
857

42,956
4,373
739
7

554
1

119
56
526
296
99
130
39
39
209
218
25
329
290

101,220
2,165
45,133
83
54

50,206
2,843
733
196
19
95
0
0
7
0
44
11
15
34
89
2
4
25

101,573

564
564
4,617
565
4,052
3,835
217
5,182

△3,063
△3,063
2,118

預 金 積 金
当 座 預 金
普 通 預 金
貯 蓄 預 金
通 知 預 金
定 期 預 金
定 期 積 金
その他の預金
そ の 他 負 債
未決済為替借
未 払 費 用
給付補填備金
未払法人税等
前 受 収 益
払 戻 未 済 金
職 員 預 り 金
資産除去債務
その他の負債
賞 与 引 当 金
役員退職慰労引当金
睡眠預金払戻損失引当金
偶発損失引当金
債 務 保 証
負債の部合計

出 資 金
普 通 出 資 金
利 益 剰 余 金
利 益 準 備 金
その他利益剰余金
特別積立金
当期未処分剰余金
会員勘定合計
その他有価証券評価差額金
評価・換算差額等合計
純資産の部合計

百万円 百万円（資産の部） （負債の部）

（純資産の部）

負債及び純資産の部合計

令和７年3月31日現在

　　　
△　　　

（△　　）

103,692 103,692
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第101期損益計算書

科　　目 金　　　額

経 常 収 益
資 金 運 用 収 益

貸 出 金 利 息
預 け 金 利 息
有価証券利息配当金
その他の受入利息

役 務 取 引 等 収 益
受 入 為 替 手 数 料
その他の役務収益

そ の 他 業 務 収 益
国債等債券売却益
その他の業務収益

そ の 他 経 常 収 益
償 却 債 権 取 立 益
株 式 等 売 却 益
金銭の信託運用益
そ の 他 経 常 収 益

経 常 費 用
資 金 調 達 費 用

預 金 利 息
給付補填備金繰入額
その他の支払利息

役 務 取 引 等 費 用
支 払 為 替 手 数 料
その他の役務費用

そ の 他 業 務 費 用
国債等債券売却損
国債等債券償還損
その他の業務費用

経 　 　 　 　 　 費
人 　 　 件 　 　 費
物 　 　 件 　 　 費
税 　 　 　 　 　 金

そ の 他 経 常 費 用
貸倒引当金繰入額
貸 出 金 償 却
株 式 等 売 却 損
その他の経常費用

経 常 利 益
特 別 損 失

固 定 資 産 処 分 損
税 引 前 当 期 純 利 益  
法人税、住民税及び事業税
法 人 税 等 調 整 額
法 人 税 等 合 計
当 期 純 利 益
繰 越 金 ( 当 期 首 残 高 ）
当 期 未 処 分 剰 余 金

千円

令和6年4月1日から令和7年3月31日まで

1,195,388
767,582
79,666
319,063
29,075

131,698
47,864
83,833
30,644
7,741
22,902
27,442
2,835
19,094
1,499
4,013

81,483
80,997
264
222

136,160
10,694
125,466
108,257
45,399
62,710
147

953,812
579,073
345,572
29,166
44,927
26,510
1,178
11,241
5,996

0

1,385,173

1,324,641

60,532
0

60,532
690

△ 1,873
△ 1,183

61,715
155,923
217,639

１．記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
２．出資１口当たり当期純利益金額  54円63銭

（注）
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第101期剰余金処分計算書

当 期 未 処 分 剰 余 金
利 益 準 備 金 取 崩 額

217,639,488円
453,000円

剰 余 金 処 分 額
普通出資に対する配当金

繰 越 金（当 期 末 残 高）

8,466,519円
8,466,519円

209,625,969円

令和6年4月1日から令和7年3月31日まで

これを次のとおり処分いたします。

（年1.50％）

上記の通りであります。

以上監査の結果、適正かつ適法であることを認めます。

令和7年6月

柏  崎  信  用  金  庫
理 事 長

専務理事

常勤理事

常勤理事

常勤理事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

小 出 昭 夫
霜 田 直 也
小 熊 栄 子
小 林 伸 光
細 山 広 希
渡 部 智 史
柳 　 清 岳
佐　藤　二三昭
大 塚 秀 一

常勤監事

監　　事

中　村　桂　一
吉　田　八重子

（注）監事　吉田八重子は、信用金庫法第32条第５項に定める
員外監事であります。
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第80回通常総代会（前回）

　令和6年6月26日、柏崎商工会議所大研修室において第80回通常
総代会を開催し、下記のとおり決議されました。

記

第100期（令和5年4月1日から令和6年3月31日）
剰余金処分計算書（案）の承認の件
原案どおり承認可決されました。

第 1 号議案

会員除名の件
原案どおり承認可決されました。

第 2 号議案

第100期（令和5年4月1日から令和6年3月31日）
業務報告、貸借対照表及び損益計算書の内容報
告を行いました。

1.報告事項

2.議　　案

主な庶務事項

出資の総数及び総額の変更登記を行いました。
令和5年度決算監事会を開催しました。
令和5年度決算理事会を開催しました。
第80回通常総代会を開催しました。

令和6年4月11日
令和6年5月28日
令和6年6月 6日
令和6年6月26日

以　上

会計監査人再任及び選任の件
原案どおり承認可決されました。

第 3 号議案
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令和7年6月18日

会員各位
柏崎市東本町 1 丁目 2 番16号
柏崎信用金庫
　理事長　小出昭夫

第81回通常総代会決議報告

　令和7年6月18日開催の第81回通常総代会において、下記
のとおり決議されましたのでご報告申し上げます。

第101期（令和6年4月1日から令和7年3月31日）
業務報告、貸借対照表及び損益計算書の内容報
告を行いました。

第101期（令和6年4月1日から令和7年3月31日）
剰余金処分計算書（案）承認の件
原案どおり承認可決されました。

定款の一部変更の件
原案どおり承認可決されました。

理事および監事選任の件
（理事選任）
　　小出　昭夫　（常勤・重任）
　　霜田　直也　（常勤・重任）
　　小熊　栄子　（常勤・重任）
　　小林　伸光　（常勤・重任）
　　細山　広希　（常勤・重任）
　　渡部　智史　（非常勤・重任）
　　柳　　清岳　（非常勤・重任）
　　佐藤二三昭　（非常勤・重任）
　　大塚　秀一　（非常勤・重任）
（監事選任）
　　金子　達弥　（常勤・新任）
　　吉田八重子　（非常勤・重任）
　　以上11名が選任されました。
（退任）
　　中村　桂一　（常勤）
　　以上１名が退任しました。

退任役員に対する退職慰労金贈呈の件
原案どおり承認可決されました。

会員除名の件
原案どおり承認可決されました。

以　上

記

 1．報告事項

 2．議　　案
　第 1 号議案

　第 2 号議案

　第 3 号議案

　第 4 号議案

　第 5 号議案



店舗のごあんない

本 店

諏訪町支店

四谷支店

出雲崎支店

南 支 店

半田支店

東 支 店

本 部

●

●

●

●

●

●

●

●

本店

　お届けの住所または居所等に変更が生じた際には、当金
庫までご連絡下さい。ご連絡がないことによって、当金庫
がお客様（会員）に発信した通知が到達せず、継続して返
送されてきた場合には、以後の通知は行わないことがあり
ますのでご了承下さい。

お願い

柏崎市東本町１丁目２番16号（モーリエ2内）
☎（0257）22－2101㈹
柏崎市諏訪町11番32号
☎（0257）23－2236㈹
柏崎市四谷２丁目４番43号
☎（0257）23－3530㈹
三島郡出雲崎町大字川西140番地２
☎（0258）78－3101㈹
柏崎市穂波町８番11号
☎（0257）24－1551㈹
柏崎市半田２丁目６番17号
☎（0257）24－8211㈹
柏崎市大字上田尻1307番地１
☎（0257）32－2040㈹
柏崎市東本町１丁目２番16号（モーリエ2内）
☎（0257）24－3321㈹
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